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輸出入統計 デー タベ ース システムの設計1
宮 崎 耕
は じ め に
「輸出入統 計データベ ースシステ ム」は,京 都大学経 済学部 の定 道 宏教授
を中心 とす るグルー プによって整備が進 め られてい る 「世 界経済総 合デ一 夕
ベー.スシステム」 を構成す るサ ブデー タベース システムの1つ であ り,わ が国
の貿易統計 を,相 手国別,品 目別の月次 デー タ(数 量 および仙額)で 格納す る
経済統計 デ一夕ベ}.スシステムである。
本 論文は,「輸 出入統計 デ一 夕ベー スシスデム」 をモデ.ルケー ス として,経
済統計 デ一夕ベー.スシステムの設計 につ いて論 じる ものであ る。
1世 界経済総合デー タベ ース システム
「世 界 経 済 総 合 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 」2.《WEDS=WorldEcon⑪micData-
baseSystem)は,わ が 国 と 世 界 主 要 諸 国 の 国 民 経 済 計 算 統 計,外 国 貿 易 統 計
な ど の 主 要 経 済 指 標 を 格 納 し,国 内 外 の 研 究 者 に学 術 情 報 サ ー ビ ス と し て 公 開
す る こ と を 目指 し て,京 都 大 学 経 済 学 部 内.に本 拠 地 を お く 「世 界 経 済 総 合 デ ー
タ ベ ー ス 構 築 グ ル ー プ 」1雪〕に よ っ て1988年度 か.ら構 築 が 進 め ら れ て い る ユ ニ ー.
ク な 経 済 統 計 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で あ る 。
1>本 研究 は,1996年度vi志社大学 学術奨励研究 研 究課 題 「WWWとDBMSの 連携 による
マ ク[緯 済統計デ ・ータベースサー ビス システムの開発」 及び,文 部省科学研 究費補助 金
研究成 果.公開促進 費(デー タベー ス)[申請番 号研(平 成7年 度),申請.番号86〔平成 呂年度),
申請番 写94(平成9年 度)]の 交付 を受けて実施 した研究 の成果の一 部 であ る。
2)定 道{1990][1991a'[19931,111993`;1[1994],宮崎[1995a][1995b〕参照 」
3)代 表者 定道 宏 京都 人学 大学院経済学研究科教 授.
輸出.入統計デ・一クベースシステムの設計(65)65
WEDSは,単 体 のデ一 夕ベー.スシ.ステムではな く,複 数のサ ブシステム に
よって構成 され る。現在 まで に,SNA41統計 データを収録す る 「世界マ ク.ロ経
済統計 データベ ース シス テム」5},計量経済モデルを収録 する 「計量経済モ デ～レ
ベ ー.スシステム」5〕お よび,わ が国の貿 易統 計 を収録す る 「日本貿易統計 デ一
夕ベ 「スシス テム」7〕が構築 され た。
本論文でモデ ルケ ース とす る 「輸出入統計 データベースシステム」 は,こ れ
らのサブ シス テムの うち,「 日本貿易統計 デー タベース システム」 を代 替す る
もの として現在開発 中の ものであ る。
H大 蔵省貿易統計
「輸 出入統計デー タベース システム」には,大 蔵省 関税局が発行す る 「大蔵
省貿易統計」の統計デー タが収録 されている。
この統計 は,227の国 と地域 に対す る,輸 出7846品目,輸 入9920品目につい
ての数量お よび価額の月次デー タであ り,そ の件数 は例 えば⊥996年12月の場合
1ヶ月で輸出7万3684件,輸入4万293件の計11万3977件にのぼる。 「輸出.入統
計 デー タベ ース システム」に当初収録を.予定 している1978年ユ月 ～ユ996年】2月
の輸出 人デー タ全体では,約2000万レコー ド,デ ータ本体のみの容量で約13億
バ.イトに及ぶ膨大な もの となる㌦(表1)
m.世 界 経済総合 データベ ースシステムのデ ータ構造
WEDSの デー タ構造 については,時 系列 デー タベ ー スのデー タ構造 につい





8)輸 出141141186レコー ド,輸 入578万7975レコー ドの 計2019万9161レコー ド,1レ コー ドあ た




表1「 大 蔵省 貿 易 統 計 」 の デ ー タ件 数 〔単位 冒需
年 輸 出 輸 入 計
ユ979年 654,823 ユ95,508 850,331
1979年 664,838 214,301 879,139
ユ980年 728,602. 210,429 939,031
1981年 744,538 211,102 955,640
1983年 705,271 206,568 911,539
1983年 672,734 200,122 872,856
ユ984年 680,770 209,774 890,544
ユ985.年 684,482 216,925 90]..407
ユ986年 651,355 228,270 879,625
1987年 617,614 252,⊥80 869,794
ユ988年 827,637 342,863 1,170,500
1989年 840,224 369,327 1,2Q9,551
1990年 874,203 387,838 1.2&2,041
1991年 8.74,950 391,880 1,266,830
ユ992年 882,501 392,540 1,275,041
.1993年 8.43,809 394,97ユ 1,238,780
ユ994年 819,583 421,644 1,241,227
1995.年 8⑪7,064 454,170 1,261,234
ユ996年 836188, 487,563 1,322,751
計 14,411,186 5,787,975 20,199,161
れ も こ こ に し め さ れ た デ ー タ 構 造 に 準 拠 し て 設 計 さ れ て い る%そ の 要 点 は つ
ぎ の と お りで あ る 。
リ レ ー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス で は,正 規 化 理 論 を よ り ど こ ろ と して,リ レ ー
シ ョ ン め 構 成 な ど の 基 本 的 な デ ー タ 構 造 が 決 定 さ れ る 。 正 規 化 理 論 に し た が え
ば,時 系 列 デ ー タベ ー ス は,基 本 的 に つ ぎの よ う な3つ の リ レ ー シ ョ ン で 構 成
さ れ る 。(図].)
・ ま た ,SQL吻 を も ち い ℃ こ の デ ー タ ベ ー ス か ら 任 意 の 時 系 列 デ ー タ を 検
索 ・抽 出 す る こ.とが 可 能 で あ り,こ の デ ー タ 構 造 で 理 論 的 に は 問 題 な く機 能 す.
9)WE[〕Sのサ ブシス テムは,い ず れ もリレー ショナルデー タベー ス管理 システ ム(RDBMS:
Relationalnab.aB且鼎Ma肥gεnLentSystem)のも とに構築 されている。
10).StructuredQueryLanguage=リレー ショナルデー タベースに対す るデータ操作 の標準言語。
輸出入統計デー タベース シスデムの設計(67)67
図1リ レー シ ョナ ル デ 一 夕ベ 「 ス理 論 に基 づ く時 系列 デ ー タベ ー ス の構 造


























しか しなが ら,時 系列の経済統計 デー タは,次 数(項 目数)は 少 ない ものの,
濃 度(レ コー ド件数)が 極端 に大 きい とい う特徴 を もつ 。例 えば,貿 易統計の
場 合,ソ ースデータの項 目数 はわずか11であ るの に対 して,レ コー ド件数 は.




















この ように膨大 な件数の レコー ドを格納 する リレーシ.自ンに対 してデータ掃
作 を行 うことは極め て不効率であ り,実 用的なデ「 タベースサービスを提供す
ることは困難である。
そ こで,WEDSで は,理 論 デ ーー タモデ ルの リレーシ ョンをマス ターと して,
月次 ・四半期 ・年次 な どの期種別 のデ ータ操作用 リレー シ ョンをそれぞれ作成
し,ビ ュー としてでは な く実表 としてデー タベー スに格納 す る。(図2)こ の
データ構造 を採 用す ることで,デ ー タ操作時 における実 質的 な操作対象 レコー
ド数 を圧縮 し,効 率的 なデー タ検索 ・抽 出 を可能 として いるのであ る。
このデー タ構造 を用いて設計 された 「世.界マ クロ経済統計 データベ ースシス








































































































































































































お りで ある。(図3・ 図4)
IV輸 出入統計 デー タベ ースシステムのデ ータ構造
「日本貿易統計デー タベースシステム」 は1992年にパ イロ ッ トシス テムが稼
働 して以来,試 験的なサー ビスを提供 して きた。
この 間,利 用者 か ら出 された改善 要求や利用 実態 を総 合す る と一 ①年次
デー タを扱 う場.合で も,な お操作対象 レコー ドの数が多す ぎる。②利 用者の大
半は品 目別ではな く,よ り粗 い種類別 のデータを所望 してい る。③ 宅要国 を除
輸出 入統計デ一 夕ベース シ.ステムの設計(后9)69


































































































けば,利 用者の多 くは,国 別 よりも粗 いブロ ック別 のデータを所望 してい る。
とい う3つ の課題が明 らか となった。
① については,現 状 のデー タ構造 では年次 データとして取 り出 して もレコー
ド数は12分の1に しか ならず,18年間では単純計算で約170万件 の レコー ドが
操 作対 象 となっているこ とに最大 の問題点があ ると考 えられ る。 しか しなが.ら,
仮 に10年分 を1レ コー ドとす るデータ構造 に変更 して も,レ コー ド数は約17万






表3大 蔵省が発表する 表4大 蔵省が発表する
「地域別貿易統計データ」の地域区分 「主要商品貿易統計データ」の商品区分
ア ジ ア 西
中華 人民共和国 ド






















































化 学 製 品
有 機 化 合 物





非 鉄 金 属
金 属 製 品
電 気 機 器
重 電 機 器










電 気 計 測 機 器
一 般 機 械
原 動 機;
事 務 用 機 器
(自動デー タ処理概械)




荷 役 機 械









二 輪 自 動 車
船 舶
の 他





②,③ につ いては,例 えばっ ぎのよ うな集計デー タが所望 されてい る。(表
3・ 表4)
11)ユ ー ザ が リ レー シ ョ ン内 の全 レコ ー ドダ ウ ン ロー ドして 分 析 を行 うこ と を想 定 す る な らば,例
え ば分 析 ツ ー ル と して 広 く利 用 さ れ て い る 「Micr⊂〕s〔,ftExce1」の ⊥ シ・一トで 扱 え る デ ー タ の 最




この ような集計値 は,SQLで の 問い合わせ を工夫 する ことによって抽 出可
能 なものではあるが,実 用 的なサ ービスを提供す るため には,デ ー タ構造 の抜
本的見直 しが必 要である。
「日本貿 易統計 デー タベースシステム」 に関す る以上の ような課題 に対処 す
るため,「輸出入統計デー タベースシステム」 の設計 においては,定 道[1991]
で しめ されたデー タ構造 の設計 モデルを拡張す る。す なわち,レ コー ド数の圧.
縮 を,時 系列方向だけでは.なく品 目や 国につ いて も行 い,利 用者のニーズ に即
した よ り多 くの集計済 みデ ータを収容 したIJレーシ ョンを実表 と してデー タ
ベ ース に格納す るのである。(図5)
お わ り に
本論文で は,経 済統計 デー タを期(時 間)軸,系 列軸,地 域軸の3次 元の構
造 をもつデ ータとして とらえ,各 軸 について検索 ・抽 出な どのデータ操作時 に
お ける操作対象 レコー ド数 を圧縮 するこ とが,実 用 的な経済統計 デー タベース
システ ム.を設計す る ヒでのポ イン トとなる ことを指摘 し,そ の設計モ デル を提
示 した。(図5)
この設計モデルに基づいて,高 デマ ン ドの集計処理 を事前 に施 した集計表 を
原始デ ータとは別個 の実表に収納 してデー タベ ースに格納す れば,デ ータベー
ス利用時 におけ る実質的 な操作 対象 レコー ド数 を削減 し,検 索効率 を高め ると
ともに,オ ンデマ ン ドでCPUに 高い負荷 がかかる集計処理が繰 り返 し実行 さ
れ ることを回避 し,シ ステム全体 のパ フォーマ ンスを向上 させ ることが可能で
あ る。
データベ ース に,内 部で生成 μ∫能なデー タを重複 して格納す ることは,デ ー
タの完全性や記憶 スペースの合理.的利 用の観点 か らは回避すべ きであ る。 しか
しなが ら,経 済統計デー タには,取 引デー タを扱 う業務 データベ ース とは異な
り一 一①デ ータの更.新周期 が長い,② デー タの更新 は基本的 に レコー ドの追加
のみであ り,収 録済みのデー タを変更す るこ とはない,③ データ更新の即時性
72(72) 第163巻 筆1号
..図5続 済統 計 デ ー タ ベ ー ス の 設計 モ デ ルm.






























































































12)□ 内 は,定 道[19911で提 示 され た部 分 を しめす 。
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